
社会福祉学科 専門

保健医療ソーシャルワーク論授業科目

社会対象学科３対象学年【担当教員名】

河野 聖夫 選択必修･選択前期開講時期

30時間数２単位数

【概要・一般目標：GIO】

生活者としての受療者・患者・家族が直面する生活問題を捉え、「わずらい」や「生活障害」への理解を得る。

保健医療福祉の現場から見える生活問題の特徴を考察し、

クライエントの自立や社会復帰の支援を目指した保健医療ソーシャルワークの理念や意義、理論と方法を学ぶ。

保健医療福祉の諸制度にも触れながら、専門職の連携、チームワークの方法と実際を学ぶ。

【学習目標・行動目標：SBO】

１受療者・患者・家族の置かれる社会的現状を知り、様々に生じる生活問題の諸相を考える。

２保健医療ソーシャルワークの基礎知識・理論を理解する。

３保健医療分野におけるソーシャルワークの実践（業務や展開過程、他職種との連携など）について理解する。

４医療ソーシャルワーカーの実践事例を通じて、社会的存在意義や役割、連携の方法について考察する。

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
番号

授業計画・学習の主題
回
数
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2006・2,200円相川書房(社)日本医療社会事業協会編新訂 保健医療ソーシャルワーク原論
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【履修上の留意点】

病院や介護老人保健施設での実習を予定する学生は原則として履修すること

【評価方法】

出席状況20と授業内小レポート30及び定期試
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